
経
済
刑
法
と
消
費
者
の
保
護
、
・
　
　
　
　
　
‘

s
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
村
　
光
　
江

　
一
　
は
じ
め
に

‘　

Y
事
罰
は
、
行
政
罰
や
民
事
制
裁
と
比
較
し
、
よ
り
事
後
的
な
色
彩
が
強
く
、
し
か
も
被
害
者
を
直
接
保
護
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
時
は
、
刑
事
法
に
お
い
て
も
被
害
者
保
護
の
観
点
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
刑
訴
法
等
改
正

法
（
平
成
一
二
年
）
、
被
害
者
保
護
法
（
平
成
一
二
年
）
を
は
じ
め
、
ズ
ト
ー
カ
ー
規
制
法
（
平
成
一
二
年
）
、
D
V
法
（
平
成
＝
二
年
）

等
の
制
定
を
み
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
　
経
済
刑
法
の
領
域
に
お
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヤ
ミ
金
融
業
者
に
よ
る
高
金
利
の
貸
付
け
が
恒
常
化
し
て

い
る
問
題
を
受
け
、
本
年
（
平
成
一
五
年
）
七
月
に
出
資
法
の
改
正
法
（
「
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
及
び
出
資
の
受
入
れ
・
預

．
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
に
関
す
る
法
律
三
部
を
改
正
す
る
法
律
」
）
が
成
立
し
た
。
改
正
出
資
法
で
は
・
登
録
自
体
に
つ
い
て
の
規

制
の
強
化
、
取
り
立
て
、
広
告
等
に
対
す
る
規
制
箕
よ
り
事
前
的
規
制
の
側
面
が
重
視
さ
れ
て
詮
・
　
・
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
経
済
刑
法
と
消
費
者
の
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
四
⊥
一
）
　
　
四
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
従
来
、
「
消
費
者
の
経
済
的
被
害
が
発
生
し
た
後
に
よ
う
や
く
発
動
さ
れ
る
」
と
批
判
さ
れ
て
き
た
刑
事
罰
も
、
行
政
罰
や
民
事
制
裁

と
並
び
、
消
費
者
保
護
に
つ
き
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
い
わ
ゆ
る
悪
徳
商
法
と
呼
ば
れ
る
、
利
殖
勧
誘
詐
欺

や
出
資
法
違
反
事
件
に
対
し
て
は
、
従
前
よ
り
法
改
正
を
含
め
た
動
き
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
規
制
緩
和
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
逆
に
事
前
的
規
制
か
ら
事
後
的
規
制
へ
と
重
点
が
移
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
事
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

的
制
裁
が
中
心
と
な
る
刑
事
罰
の
重
要
性
が
よ
り
増
大
す
る
と
解
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
消
費
者
を
巻
き
込
む
重
大
事
犯
、
と
り
わ
け
、
い
わ
ゆ
る
利
殖
勧
誘
詐
欺
事
犯
に
関
し
て
、
事
前
的
規
制
、
事

後
的
規
制
の
関
係
、
さ
ら
に
消
費
者
保
護
と
刑
事
法
の
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
特
に
詐
欺
罪
を
中
心
と
し
た
経
済
犯
罪
に
つ
き
学
ん
で
き
た
が
、
大
学
院
時
代
に
経
済
刑
法
の
領
域
に
目
を
開
か

せ
て
下
さ
っ
た
の
が
、
渋
谷
達
紀
先
生
で
あ
っ
た
。
先
生
の
学
恩
に
報
い
る
に
は
あ
ま
り
に
も
拙
い
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
を
渋
谷
先
生

退
職
記
念
号
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
し
た
。

（
1
）
同
改
正
法
に
つ
い
て
、
奥
克
彦
「
貸
金
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
及
び
出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
に
関
す
る
法
律
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
法
律
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
八
五
頁
以
下
参
照
。

（
2
）
　
例
え
ば
、
豊
田
商
事
事
件
に
お
い
て
は
、
豊
田
商
事
が
集
金
し
た
二
〇
〇
〇
億
円
余
り
の
内
、
実
際
に
立
件
さ
れ
た
の
は
＝
二
七
憶
円
に
過
ぎ

　
　
な
い
。
拙
著
『
詐
欺
罪
の
研
究
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
三
六
頁
参
照
。
こ
の
点
に
関
し
て
神
山
教
授
は
、
返
済
能
力
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

　
　
た
以
降
に
つ
い
て
の
み
詐
欺
罪
の
適
用
を
認
め
る
の
で
は
遅
す
ぎ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
神
山
敏
雄
『
経
済
犯
罪
の
研
究
（
第
一
巻
）
』
（
一
九
九
一

　
　
年
）
二
七
一
頁
以
下
参
照
。

（
3
）
　
佐
伯
仁
志
「
規
制
緩
和
と
刑
事
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
二
八
号
（
二
〇
〇
三
年
）
三
九
頁
以
下
参
照
。



一一

?
B
勧
誘
詐
欺
と
詐
欺
罪
、
出
資
法
の
「
預
り
金
」
処
罰

　
不
特
定
、
多
数
の
者
に
対
し
「
高
金
利
を
保
証
す
る
」
な
ど
ど
申
し
向
け
、
金
員
を
集
め
る
行
為
は
後
を
絶
た
な
い
。
最
も
新
し
く
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

平
成
一
五
年
に
立
件
さ
れ
、
現
在
公
判
中
（
平
成
一
五
年
九
月
現
在
）
の
ジ
ー
・
オ
ー
グ
ル
ザ
プ
事
件
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
投

資
詐
欺
の
一
種
で
あ
る
が
、
通
信
販
売
等
の
事
業
に
投
資
す
る
こ
と
に
よ
り
資
産
を
運
用
す
る
と
持
ち
か
け
、
多
数
の
顧
客
か
ら
金
員
を

集
め
た
行
為
が
詐
欺
罪
で
訴
追
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
同
事
件
で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
元
専
務
ら
に
対
す
る
第
一
審
判
決
が
出
ざ
れ
、
東
京
地
裁
は
、
主
犯
格
で
あ
る
同
グ
ル
ー
プ
元
会
長
と
の

共
謀
を
認
め
た
上
で
、
「
事
業
が
詐
欺
で
あ
る
と
認
識
し
な
が
ら
、
報
酬
ほ
し
さ
に
加
担
し
続
け
た
」
と
認
定
し
、
会
員
ら
＝
二
五
名
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
総
額
＝
二
憶
四
〇
〇
〇
万
円
を
騙
取
し
た
と
し
て
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
上
の
詐
欺
罪
に
つ
い
て
有
罪
と
し
て
い
る
。

　
類
似
の
事
案
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
被
害
を
出
し
て
き
た
。
昭
和
五
九
年
か
ら
六
〇
年
に
か
け
て
未
曾
有
の
大
規
模
な
消
費
者
被
害

を
出
し
た
豊
田
商
事
事
件
は
、
い
わ
ゆ
る
現
物
ま
が
い
商
法
の
典
型
で
あ
っ
た
が
、
金
地
金
を
顧
客
に
売
却
す
る
か
の
よ
う
な
形
式
の
契

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

約
を
結
び
な
が
ら
、
金
の
現
物
は
業
者
が
預
か
り
、
顧
客
に
は
契
約
書
の
紙
片
の
み
が
残
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
平
成
七
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
社
会
問
題
化
し
た
「
和
牛
預
託
商
法
」
は
、
預
託
金
（
牛
の
買
付
け
代
金
及
び
飼
育
委
託
料
の

名
目
）
を
支
払
っ
て
和
牛
の
オ
ー
ナ
レ
と
な
る
こ
と
が
有
利
な
利
殖
と
な
る
な
ど
と
宣
伝
し
、
業
界
全
体
で
七
万
人
余
り
か
ら
約
一
、
○
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

億
円
を
集
め
た
行
為
が
問
題
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
重
大
な
被
害
を
出
し
た
S
牧
場
、
H
牧
場
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
出
資
法
違

反
等
に
よ
り
立
件
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
シ
　
　
　
　
．

　
こ
の
種
の
事
案
で
は
、
ま
ず
問
題
と
さ
れ
る
の
が
、
出
資
法
（
「
出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
」
）

で
あ
る
。
出
資
法
は
そ
の
二
条
に
「
預
り
金
の
禁
止
」
を
規
定
し
、
同
法
二
条
一
項
は
、
「
業
と
し
て
預
り
金
を
す
る
に
つ
き
他
の
法
律

に
特
別
の
規
定
の
あ
る
者
を
除
く
外
、
何
人
も
業
と
し
て
預
り
金
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
銀
行
等
の
法
律
で
定
め
る
金
融
機
関

　
　
　
経
済
刑
法
と
消
費
者
の
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
四
ー
二
）
　
　
四
九
　
、



五
〇

以
外
の
業
者
が
、
一
般
大
衆
か
ら
金
員
を
集
め
る
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
事
前
的
な
規
制
、
す
な
わ
ち
「
預
り
金
」
を
集
め
る
こ
と
自
体
の
規
制
が
な
さ
れ
る
一
方
、
実
際
に
重
大
被
害
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
事
後
的
規
制
と
し
て
の
刑
法
上
の
詐
欺
罪
の
適
用
が
問
題
と
な
る
。
前
述
の
ジ
ー
・
オ
ー
グ
ル
ー
プ
事
件
や
、
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

く
有
利
な
利
殖
で
あ
る
旨
を
う
た
っ
て
多
数
の
者
か
ら
金
員
を
集
め
た
オ
レ
ン
ジ
共
済
事
件
、
経
済
革
命
倶
楽
部
（
K
K
C
）
事
件
で
は
、

相
次
い
で
詐
欺
罪
で
の
有
罪
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
牛
預
託
商
法
に
お
い
て
も
一
部
は
詐
欺
罪
で
立
件
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
出
資
法
と
詐
欺
罪
、
さ
ら
に
は
他
の
特
別
法
と
詐
欺
罪
や
出
資
法
二
条
の
罪
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
4
）
　
東
京
地
判
平
成
一
五
年
九
月
五
日
（
公
刊
物
未
登
載
）
。

（
5
）
　
前
田
雅
英
「
豊
田
商
事
事
件
判
決
」
『
消
費
者
取
引
判
例
百
選
』
（
一
九
九
五
年
）
九
四
頁
参
照
。

（
6
）
　
斉
藤
正
和
『
出
資
法
（
改
訂
版
）
』
（
二
〇
〇
〇
年
）
二
九
頁
参
照
。

（
7
）
　
東
京
地
判
平
成
一
二
年
三
月
二
一
二
日
（
判
時
一
七
＝
号
三
四
頁
）
◎

（
8
）
　
東
京
地
判
平
成
一
二
年
五
月
三
一
日
（
判
夕
一
〇
五
四
号
二
七
六
頁
）
。

三
　
事
前
的
規
制
－
出
資
法
の
沿
革

　
（
1
）
旧
出
資
法
の
制
定
ー
保
全
経
済
会
事
件

　
出
資
法
は
、
銀
行
等
の
法
律
上
認
め
ら
れ
た
金
融
機
関
以
外
の
業
者
が
、
高
額
の
配
当
を
約
す
な
ど
し
て
多
数
の
者
か
ら
資
金
を
集
め
、

そ
の
結
果
倒
産
す
る
な
ど
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
昭
和
二
九
年
に
制
定
さ
れ
た
（
「
旧
出
資
法
（
出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金

利
等
の
取
締
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
九
年
法
律
一
九
五
号
）
」
）
。
制
定
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
保
全
経
済
会
事
件
で
あ
る
。
コ
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
五
年
後
に
は
二
〇
〇
万
円
に
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
約
一
五
万
人
か
ら
約
四
五
億
円
も
の
資
金
を
集
め
た
が
、
高
利
の
配
当



を
支
払
う
た
め
に
新
た
な
出
資
者
を
募
る
と
い
う
自
転
車
操
業
の
末
倒
産
し
た
事
案
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
保
全
経
済
会
事
件
に
つ
い
て
は
、
結
果
的
に
は
詐
欺
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
同
判
決
で
は
、
保
全
経
済
会
の
経
営
が
極
端

に
悪
化
し
、
利
益
配
当
は
も
と
よ
り
出
資
金
の
返
還
も
不
可
能
な
状
態
に
陥
っ
た
時
点
以
降
に
つ
い
て
の
み
詐
欺
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ

た
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
立
件
し
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
類
似
の
ヤ
ミ
金
融
機
関
が
各
地
に
多
数
発
生
し
多
く
の
被
害
を
出

し
た
が
、
昭
和
二
四
年
制
定
の
旧
貸
金
業
取
締
法
は
貸
金
業
者
に
限
っ
て
預
り
金
を
禁
じ
て
い
た
た
め
、
そ
の
他
の
業
者
に
つ
い
て
は
規

制
す
る
法
規
が
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
立
法
さ
れ
た
の
が
旧
出
資
法
で
あ
り
、
そ
の
基
本
的
な
目
的
は
現
在
も
変
わ
っ

て
い
な
い
。

　
（
2
）
出
資
法
上
の
禁
止
行
為

　
出
資
法
上
、
処
罰
対
象
と
な
る
行
為
類
型
は
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
①
出
資
金
の
受
け
入
れ
の
制
限
（
一
条
）
、
預
り
金
の
禁
止
（
二

条
）
、
②
金
融
機
関
の
役
職
員
に
よ
る
浮
き
貸
し
等
の
禁
止
（
三
条
）
、
そ
し
て
③
高
金
利
の
処
罰
（
五
条
）
及
び
金
銭
貸
借
の
媒
介
手
数

料
の
制
限
（
四
条
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
一
般
大
衆
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
財
産
を
保
護
し
、
社
会
の
信
用
制
度
や
経
済
秩

序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
が
①
の
類
型
で
あ
る
。

一
条
は
、
出
資
金
の
受
入
れ
を
制
限
す
る
規
定
で
、
「
何
人
も
、
不
特
定
且
つ
多
数
の
者
に
対
し
、
後
日
出
資
の
払
戻
と
し
て
出
資
金
の

全
額
も
し
く
は
こ
れ
を
こ
え
る
金
額
に
相
当
す
る
金
銭
を
支
払
う
べ
き
旨
を
明
示
し
、
又
は
暗
黙
の
う
ち
に
示
し
て
、
出
資
金
の
受
入
れ

を
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
す
る
。
出
資
金
が
本
来
共
同
事
業
の
た
め
に
支
出
す
る
も
の
で
あ
り
へ
事
業
が
成
功
し
て
利
益
が
生
じ

て
は
じ
め
て
出
資
者
に
金
員
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
あ
た
か
も
元
本
の
保
証
さ
れ
た
有
利
な
利
殖
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解

を
招
く
方
法
で
不
特
定
多
数
の
者
か
ら
出
資
金
を
受
け
入
れ
る
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
　
　
経
済
刑
法
と
消
費
者
の
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
　
　
　
（
都
法
四
十
四
ー
二
）
　
　
五
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

こ
れ
に
対
し
、
銀
行
等
の
法
律
上
認
め
ら
れ
た
金
融
機
関
以
外
の
業
者
が
、
そ
の
名
目
に
関
わ
ら
ず
預
金
や
貯
金
に
相
当
す
る
金
員
を

不
特
定
多
数
の
者
か
ら
集
め
る
行
為
を
禁
じ
た
の
が
、
二
条
の
預
り
金
の
禁
止
で
あ
る
。
「
出
資
金
」
が
本
来
許
さ
れ
る
行
為
の
う
ち
、

詐
欺
的
手
段
を
用
い
た
場
合
の
み
が
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
「
預
り
金
」
の
禁
止
は
許
可
さ
れ
た
者
以
外
に
つ
き
広
く
適
用

さ
れ
る
（
一
条
及
び
二
条
一
項
に
該
当
す
る
行
為
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
れ
が
併
科
さ

れ
る
（
八
条
一
項
）
）
。

（
9
）
　
斉
藤
・
前
掲
注
（
6
）
五
頁
参
照
。

（
1
0
）
東
京
地
判
昭
和
三
五
年
三
月
二
九
日
。
神
山
・
前
掲
注
（
2
）
二
一
二
〇
～
一
三
＝
頁
参
照
。

四
　
預
り
金
の
意
義
－
出
資
法
二
条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｜

　
（
1
）
出
資
法
の
規
制
対
象

　
出
資
法
二
条
一
項
は
「
業
と
し
て
預
り
金
を
す
る
に
つ
き
他
の
法
律
に
特
別
の
規
定
の
あ
る
者
を
除
く
外
、
何
人
も
業
と
し
て
預
り
金

を
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
す
る
。
旧
貸
金
業
取
締
法
（
昭
和
二
四
年
）
が
貸
金
業
者
に
限
っ
て
い
た
預
り
金
の
禁
止
を
、
　
一
般
に

　
　
　
　
　
　
　
（
H
）
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

拡
大
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
業
と
し
て
」
と
は
、
反
復
継
続
の
意
思
を
も
っ
て
預
り
金
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
営
利
目
的
は
必
要
で
は

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
主
体
は
法
的
に
認
め
ら
れ
た
金
融
機
関
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
含
む
の
で
、
宗
教
法
人
も
当
然
主
体
と
な
り
う
る
。
「
倫
蔵
の
宮
」

事
件
に
関
す
る
最
判
昭
和
三
六
年
九
月
八
日
（
刑
集
一
五
巻
八
号
＝
一
二
七
頁
）
は
、
宗
教
法
人
主
宰
者
ら
が
、
信
徒
そ
の
他
の
者
か
ら

普
通
・
定
期
積
立
貯
金
の
名
目
で
合
計
二
五
〇
〇
万
円
の
預
り
金
を
受
入
れ
た
行
為
に
つ
き
、
出
資
法
二
条
の
成
立
を
認
め
た
。



　
（
2
）
預
り
金
の
意
義

　
「
預
り
金
」
と
は
、
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
か
ら
の
金
銭
の
受
入
れ
で
あ
っ
て
」
、
「
預
金
、
貯
金
又
は
定
期
積
金
の
受
け
入
れ
」
（
二

条
二
項
一
号
）
の
他
、
「
社
債
、
借
入
金
そ
の
他
何
ら
の
名
義
を
も
っ
て
す
る
を
問
わ
ず
、
前
号
に
掲
げ
る
も
の
と
同
様
の
経
済
的
性
質

を
有
す
る
も
の
」
（
同
項
二
号
）
を
い
う
。
一
定
の
団
体
・
集
団
に
属
す
る
者
に
限
っ
て
契
約
が
な
さ
れ
た
場
合
で
も
、
「
不
特
定
か
つ
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

数
の
者
」
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
る
。

　
「
預
り
金
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
特
に
二
号
の
解
釈
が
問
題
と
な
る
。
一
般
に
、
「
預
金
等
と
同
様
の
経
済
的
性
質
を
有
す
る
も
の
」

と
は
、
元
本
の
返
還
を
約
す
る
金
銭
の
受
入
れ
で
、
価
値
な
い
し
価
格
の
保
管
を
も
っ
て
主
と
し
て
預
け
人
の
便
宜
の
た
あ
に
行
わ
れ
る

も
の
を
い
Ψ
①
元
本
が
保
証
さ
れ
・
②
金
銭
が
提
供
者
の
利
便
の
た
め
に
保
管
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
為
・

　
ま
た
、
二
号
は
「
社
債
、
借
入
金
そ
の
他
何
ら
の
名
義
を
も
っ
て
す
る
を
問
わ
ず
」
に
成
立
す
る
。
借
入
金
・
預
り
金
い
ず
れ
も
元
本

の
保
証
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
共
通
す
る
が
、
預
り
金
が
金
銭
提
供
者
の
た
め
に
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
借
入
金
は
受
け
入
れ
た
側
の

た
め
に
な
さ
れ
る
点
が
異
な
る
。
し
か
し
、
借
入
金
名
義
で
あ
り
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
預
金
と
同
様
、
金
銭
提
供
者
の
利
便
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

な
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
も
「
預
り
金
」
の
禁
止
違
反
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
示
し
た
の
が
二
号
で
あ
る
。

　
（
3
）
「
預
り
金
」
と
「
出
資
金
」
の
関
係

　
現
実
に
は
、
一
条
違
反
に
よ
る
立
件
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
名
目
が
「
出
資
金
」
で
あ
っ
て
も
そ
、
の
多
く
は
二
条
違
反
で
処
理
さ
れ

て
い
る
。
本
来
、
「
出
資
金
」
と
は
共
同
事
業
の
た
め
に
支
出
し
、
そ
の
事
業
か
ら
生
ず
る
利
益
の
分
配
に
預
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

　
　
　
　
（
1
8
）

金
銭
を
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
預
金
・
貯
金
、
定
期
預
金
、
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
様
の
経
済
的
性
質
を
有
す
る
「
預
り
金
」
と
は
そ
の
性

、
質
を
異
に
す
る
。
た
だ
、
実
際
に
当
該
事
業
に
関
与
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
形
態
の
「
出
資
金
」
支
出
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
「
預
り

　
　
　
経
済
刑
法
と
消
費
者
の
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
四
ー
二
）
　
　
五
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

金
」
に
該
当
す
る
と
解
す
る
の
が
従
来
の
判
例
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
同
経
営
を
仮
装
し
、
事
実
上
「
預
り
金
」
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
二
条
違
反
に
問
わ
れ
た
も
の
と
し
て
、

東
京
高
判
昭
和
五
五
年
四
月
二
八
日
（
判
時
一
〇
九
四
号
一
四
五
頁
）
が
あ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
共
同
経
営
方
式
と
称
し
、
利
殖
目
的
の
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

客
か
ら
一
定
の
金
員
を
募
集
し
た
行
為
が
、
「
預
り
金
」
の
禁
止
に
当
た
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
株
式
投
資
の
出
資
金
名
下
に
主
婦
ら
を

対
象
に
合
計
一
億
二
七
九
〇
万
円
の
金
員
を
集
め
た
行
為
が
、
同
じ
く
「
預
り
金
」
受
入
れ
に
当
た
る
と
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
京
都
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

判
平
成
五
年
九
月
二
〇
日
（
判
夕
八
六
二
号
二
二
六
頁
）
が
あ
る
。

　
「
借
入
金
」
、
「
出
資
金
」
名
目
以
外
に
も
、
「
預
り
金
」
に
該
当
す
る
金
員
受
入
の
形
態
と
し
て
は
種
々
の
も
の
が
あ
り
得
る
。
札
幌

地
判
昭
和
五
〇
年
＝
月
一
二
日
（
判
時
八
〇
一
号
＝
二
頁
）
は
、
ネ
ズ
ミ
講
類
似
の
組
織
で
あ
る
「
北
日
本
相
互
経
済
互
助
会
」
の

会
長
・
副
会
長
が
、
一
口
五
万
円
を
払
い
込
め
ば
後
日
二
回
に
わ
た
り
一
六
万
円
を
送
金
す
る
等
の
約
束
で
、
会
員
九
四
名
か
ら
合
計

一
八
六
〇
万
円
を
預
か
り
受
け
た
事
案
に
つ
き
、
相
互
扶
助
金
名
義
で
あ
っ
て
も
、
元
本
額
の
返
還
を
保
証
し
た
「
預
り
金
」
に
該
当
す

る
と
し
た
。

（
1
1
）
　
対
象
か
ら
除
か
れ
る
「
他
の
法
律
に
特
別
の
規
定
の
あ
る
者
」
と
は
、
銀
行
法
に
よ
る
銀
行
、
信
用
金
庫
法
に
よ
る
信
用
金
庫
及
び
信
用
金
庫

　
連
合
会
、
農
業
協
同
組
合
法
に
よ
る
農
業
協
同
組
合
、
労
働
金
庫
法
に
よ
る
労
働
金
庫
等
を
指
す
。

（
1
2
）
　
平
成
＝
年
改
正
前
の
二
条
三
項
は
、
金
銭
の
貸
し
付
け
業
務
を
営
む
い
わ
ゆ
る
ノ
ン
バ
ン
ク
が
社
債
の
発
行
に
よ
る
貸
付
資
金
を
調
達
す
る

　
行
為
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
平
成
＝
年
四
月
成
立
の
「
金
融
業
者
の
貸
付
業
務
の
た
め
の
社
債
発
行
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
一
年
法
律
三

　
　
二
号
、
ノ
ン
バ
ン
ク
社
債
法
）
」
に
よ
り
ノ
ン
バ
ン
ク
に
つ
い
て
も
社
債
の
発
行
に
よ
る
貸
付
資
金
の
調
達
が
認
め
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
三
項
は

　
　
削
除
さ
れ
た
。

（
1
3
）
　
東
京
高
判
昭
和
三
五
年
＝
月
二
一
日
（
東
高
刑
時
報
一
一
巻
＝
号
三
〇
七
頁
）
。

（
1
4
）
　
芝
原
邦
爾
「
出
資
法
を
め
ぐ
る
法
解
釈
上
の
諸
問
題
」
『
香
川
達
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』
（
一
九
九
六
年
）
三
六
四
頁
。



（
1
5
）
　
福
岡
高
判
昭
和
三
七
年
七
月
＝
日
（
下
刑
集
四
巻
七
1
1
八
号
六
二
七
頁
参
照
）
は
、
「
佐
賀
県
退
職
公
務
員
連
盟
」
と
称
す
る
団
体
を
組
織

　
　
し
、
そ
の
会
員
を
対
象
と
し
て
預
り
金
を
受
入
れ
た
事
案
に
つ
き
、
二
条
の
成
立
を
認
め
た
。

（
1
6
）
　
判
例
も
、
「
元
本
額
又
は
こ
れ
以
上
の
額
を
弁
済
期
に
返
還
す
る
こ
と
を
約
旨
と
す
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
（
仙
台
高
判
昭
和
三

　
　
四
年
＝
月
一
二
日
・
刑
集
一
五
巻
四
号
七
四
一
頁
参
照
）
。

（
1
7
）
例
え
ば
、
前
掲
注
（
1
5
）
の
佐
賀
県
退
職
公
務
員
連
盟
事
件
の
他
、
名
古
屋
高
判
昭
和
五
六
年
＝
月
一
六
日
（
判
夕
四
六
二
号
一
七
一
頁
）

　
　
も
借
入
金
名
義
で
な
さ
れ
た
行
為
が
二
条
違
反
に
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
8
）
　
芝
原
邦
爾
「
出
資
法
と
大
衆
の
資
産
形
成
」
法
律
時
報
五
八
巻
一
〇
号
（
一
九
八
六
年
）
九
二
頁
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
1
9
）
　
旧
貸
金
業
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
最
決
昭
和
三
一
年
八
月
三
〇
日
（
刑
集
一
〇
巻
八
号
一
二
九
二
頁
）
参
照
。

（
2
0
）
　
拙
稿
「
出
資
法
と
消
費
者
の
保
護
」
法
学
教
室
二
四
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
八
頁
参
照
。
同
旨
の
判
決
と
し
て
、
東
京
高
判
昭
和
五
八
年
四

　
　
月
二
八
日
（
判
時
一
〇
九
四
号
一
四
五
頁
）
が
あ
る
。

（
2
1
）
　
同
事
件
は
、
出
資
法
二
条
違
反
に
問
わ
れ
た
が
、
一
部
に
つ
ぎ
詐
欺
罪
の
成
立
も
認
め
ら
れ
、
両
罪
は
併
合
罪
と
さ
れ
た
。

五
　
詐
欺
罪
と
出
資
法
及
び
他
の
特
別
法
と
の
関
係

　
（
1
）
詐
欺
罪
と
出
資
法
と
の
関
係

こ
れ
に
対
し
、
利
殖
詐
欺
事
犯
に
対
す
る
詐
欺
罪
の
適
用
も
、
近
時
は
活
発
に
な
さ
れ
て
い
る
。
前
述
（
二
参
照
）
の
よ
う
に
、
K
K

C
事
件
や
オ
レ
ン
ジ
共
済
事
件
は
詐
欺
罪
で
の
有
罪
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
。
K
K
C
事
件
は
、
特
異
な
利
殖
シ
ス
テ
ム
を
標
榜
し
て
全
　
　
　
　
　
、

国
で
一
万
二
〇
〇
〇
人
を
勧
誘
し
た
も
の
で
、
起
訴
対
象
だ
け
で
も
一
億
七
八
〇
〇
万
円
、
実
際
の
被
害
総
額
は
二
七
〇
億
を
超
え
る
と

　
　
　
　
　
（
2
2
）

み
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
K
K
C
事
件
は
そ
も
そ
も
出
資
法
二
条
違
反
で
強
制
捜
査
が
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
出
資
法

違
反
と
詐
欺
罪
と
の
関
係
が
問
題
ど
な
る
ぴ

　
両
罪
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
法
益
の
異
同
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
詐
欺
罪
と
出
資
法
二
条
の
保
護
法
益
に
つ
い

て
は
、
詐
欺
罪
が
個
人
の
財
産
を
保
護
す
る
も
の
゜
で
あ
る
の
に
対
し
、
出
資
法
は
業
法
上
の
規
制
で
あ
り
、
保
護
法
益
が
異
な
る
よ
う
に

　
　
　
経
済
刑
法
と
消
費
者
の
保
護
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
四
ー
二
）
　
　
五
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
資
法
制
定
の
経
緯
（
前
述
三
（
1
）
）
か
ら
も
、
二
条
が
消
費
者
保
護
の
観
点
を
有
す
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
来
詐
欺
的
手
法
で
の
金
員
の
受
入
を
禁
じ
た
一
条
が
ほ
と
ん
ど
機
能
せ
ず
、
事
実
上
広
く
二
条
で
処
理
さ
れ
て

（
2
3
）

き
た
。
そ
の
意
味
で
も
二
条
は
詐
欺
罪
と
共
に
、
消
費
者
保
護
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
例
え
ば
和
牛
預
託
商
法
の
よ
う
に
、
当
該
商
法
の
シ
ス
テ
ム
が
破
綻
す
る
前
の
段
階
で
立
件
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
は
、
「
欺

岡
」
が
な
い
と
し
て
詐
欺
罪
の
成
立
が
否
定
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
従
来
の
実
務
で
は
、
運
営
者
が
「
経
営
破
綻
」
し
、
出
資
者
に
配
当

や
元
金
の
償
還
が
不
可
能
に
な
っ
た
時
点
で
、
そ
れ
を
隠
し
て
さ
ら
に
出
資
を
募
る
行
為
を
「
欺
岡
」
と
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
前
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

の
保
全
経
済
会
事
件
判
決
（
前
述
三
（
1
）
）
や
豊
田
商
事
事
件
判
決
（
前
述
二
）
が
そ
う
で
あ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
、
近
時
は
、
「
経
営
破
綻
」
を
待
つ
ま
で
も
な
く
そ
も
そ
も
出
資
の
段
階
で
、
出
資
者
に
対
し
当
該
商
法
の
シ
ス
テ
ム
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

態
に
つ
き
偽
れ
ば
詐
欺
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
と
解
す
る
見
解
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
オ
レ
ン
ジ
共
済
事
件
判
決
で
も
、
オ
・

レ
ン
ジ
共
済
の
シ
ス
テ
ム
が
お
よ
そ
資
金
運
用
の
実
体
を
伴
わ
な
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
詐
欺
罪
の
成
立
を
認
め
て
い
る
。
東
京
地
裁
は
、

客
か
ら
受
入
れ
た
預
り
金
は
被
告
人
ら
の
借
金
の
返
済
、
選
挙
資
金
、
生
活
費
等
へ
の
流
用
等
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
オ
レ
ン
ジ
共
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

は
ま
さ
に
詐
欺
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
詐
欺
組
織
そ
の
も
の
で
あ
る
」
で
あ
る
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ジ
ー
・
オ
ー
グ
ル
ー

プ
判
決
（
前
述
二
）
で
も
、
被
告
人
ら
が
「
事
業
が
詐
欺
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
」
こ
と
を
理
由
に
、
詐
欺
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
詐
欺
罪
の
成
立
が
よ
り
早
い
時
点
で
認
め
ら
れ
る
と
す
る
と
、
「
預
り
金
の
受
入
れ
」
行
為
が
あ
れ
ば
成
立
す
る
出
資
法

二
条
と
の
競
合
関
係
が
問
題
と
な
る
場
面
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
詐
欺
罪
の
み
が
成
立
す
る
と
解
さ
れ
る
。

た
だ
、
多
く
の
被
害
者
に
対
す
る
行
為
の
内
、
詐
欺
罪
に
よ
る
立
件
が
可
能
な
部
分
と
、
出
資
法
違
反
行
為
に
留
ま
る
部
分
と
が
あ
り
得

る
。
そ
の
意
味
で
、
両
罪
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。



　
（
2
）
他
の
特
別
法
と
詐
欺
罪
・
出
資
法
と
の
関
係

，
和
牛
預
託
商
法
で
は
、
子
牛
を
販
売
し
一
定
期
間
会
社
の
委
託
牧
場
で
飼
育
し
た
後
、
売
値
の
二
割
増
し
の
金
額
で
買
い
戻
す
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

条
件
に
子
牛
の
売
買
代
金
と
し
て
金
銭
を
受
入
れ
た
行
為
に
つ
き
、
出
資
法
二
条
違
反
と
さ
れ
た
。
た
だ
、
同
種
の
事
件
が
多
発
し
た
こ

と
か
ら
、
現
物
ま
が
い
商
法
を
規
制
す
る
「
特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る
法
律
」
の
平
成
九
年
改
正
に
お
い
て
、
「
ほ
乳

類
又
は
鳥
類
に
属
す
る
動
物
で
あ
っ
て
、
人
が
飼
育
す
る
も
の
」
も
規
制
の
対
象
に
含
む
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
同
法
は
出
資
法
を
補
完
す
る
関
係
に
あ
る
。
出
資
法
は
あ
く
ま
で
預
金
類
似
の
金
員
の
受
入
れ
を
処
罰
の
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、

「
現
物
の
売
買
」
の
形
態
を
採
る
場
合
に
は
適
用
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
出
資
法
を
潜
脱
す
る
た
あ
に
考
案
さ
れ
た
の
が

現
物
ま
が
い
商
法
な
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
預
り
金
」
概
念
は
広
い
も
の
の
、
敢
え
て
出
資
法
を
潜
脱
す
る
た
め
に
元
本
保
証
を
う
た

わ
な
い
契
約
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
右
の
よ
う
な
特
別
法
が
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
類
似
す
る
特
別
法
の
立
法
目
的
は
様
々
に
異
な
り
得
る
が
、
消
費
者
の
財
産
保
護
の
側
面
を
有
す
る
と
い
う
意
味
で
共
通
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
出
資
法
同
様
、
特
別
法
は
、
対
象
と
な
る
行
為
類
型
に
応
じ
た
事
前
的
規
制
を
担
う
も
の
で
あ
り
、
事
後
的
規
制
で
あ
る
詐
欺

罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
吸
収
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
2
2
）
　
朝
日
新
聞
平
成
九
年
三
月
一
八
日
朝
刊
。

（
2
3
）
　
京
藤
哲
久
「
出
資
法
の
預
り
金
・
出
資
金
規
制
に
つ
い
て
」
『
西
原
春
夫
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
三
巻
』
（
一
九
九
八
年
）
三
四
七
頁
。

（
2
4
）
　
前
田
・
前
掲
注
（
5
）
九
四
頁
参
照
。

（
2
5
）
　
例
え
ば
平
成
四
年
の
客
殺
し
商
法
事
件
判
決
（
最
決
平
成
四
年
二
月
一
八
日
・
刑
集
四
六
巻
二
号
一
頁
）
。
拙
著
・
前
掲
注
（
2
）
二
三
〇
頁

　
　
以
下
参
照
。

（
2
6
）
　
本
件
は
、
平
成
＝
二
年
六
月
に
最
高
裁
で
詐
欺
罪
の
有
罪
が
確
定
し
て
い
る
。

（
2
7
）
　
名
古
屋
地
判
昭
和
六
〇
年
二
月
二
七
日
（
警
察
公
論
四
一
巻
五
号
五
二
頁
参
照
）
。
　
！

　
　
経
済
刑
法
と
消
費
者
の
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
四
ー
二
）
　
　
五
七



五
八

六
　
消
費
者
被
害
に
対
す
る
刑
事
法
規
制
の
課
題

　
（
1
）
事
前
か
事
後
か

　
昨
今
の
超
低
金
利
状
況
が
長
期
化
す
る
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
高
金
利
を
う
た
う
悪
質
金
融
事
犯
が
出
現
し
や
す
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

霊
感
商
法
や
宗
教
が
ら
み
の
詐
欺
事
犯
の
よ
う
に
、
宗
教
が
「
集
金
」
の
た
め
の
隠
れ
蓑
に
過
ぎ
な
い
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
事
案
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

い
て
は
、
出
資
法
違
反
、
さ
ら
に
は
詐
欺
罪
が
成
立
す
る
。
出
資
法
は
詐
欺
罪
と
比
較
し
、
相
対
的
に
は
「
損
害
」
を
厳
密
に
考
慮
す
る

必
要
性
が
小
さ
く
、
悪
質
経
済
事
犯
を
そ
の
入
り
口
で
取
り
締
ま
る
の
に
適
し
た
法
律
と
い
え
る
。
し
か
も
、
法
定
刑
も
行
政
刑
罰
法
規

に
し
て
は
重
く
、
三
年
以
下
の
懲
役
、
三
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
と
さ
れ
、
併
科
も
可
能
で
あ
る
（
八
条
）
。
解
釈
上
議
論
と
な
り
得
る

「
預
り
金
」
に
つ
い
て
も
、
判
例
は
一
貫
し
て
広
く
解
し
て
き
た
。

　
他
方
、
豊
田
商
事
事
件
に
代
表
さ
れ
る
現
物
ま
が
い
商
法
に
対
処
す
る
た
め
に
「
特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関
す
る
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

（
昭
和
六
一
年
）
」
が
制
定
さ
れ
、
ま
た
、
投
資
ジ
ャ
ー
ナ
ル
事
件
の
よ
う
な
悪
質
投
資
顧
問
商
法
に
つ
い
て
は
「
有
価
証
券
に
掛
か
る

投
資
顧
問
業
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
一
年
）
」
が
作
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
ネ
ズ
ミ
講
や
マ
ル
チ
商
法
に
つ
い
て
は
、
「
無
限

連
鎖
講
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
や
訪
問
販
売
法
の
規
制
を
受
け
る
。

　
こ
れ
ら
の
個
々
の
特
別
立
法
は
、
い
わ
ば
新
手
の
詐
欺
ま
が
い
商
法
が
登
場
し
た
後
に
、
そ
の
後
類
似
の
行
為
態
様
が
出
現
す
る
の
を

防
止
す
る
機
能
を
持
つ
。
こ
れ
に
対
し
、
出
資
法
は
よ
り
広
く
「
銀
行
ま
が
い
」
の
金
融
事
犯
に
つ
き
、
消
費
者
の
財
産
を
保
護
す
る
一

般
法
と
し
て
機
能
す
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
後
に
、
事
後
的
規
制
と
し
て
の
詐
欺
罪
が
、
経
済
犯
罪
の
一
般
法
と
し
て
存
在
す
る
と
解

さ
れ
る
。

　
ま
さ
に
、
出
資
法
を
代
表
と
す
る
特
別
法
が
事
前
的
規
制
、
詐
欺
罪
を
中
心
と
す
る
一
般
刑
法
が
事
後
的
規
制
を
担
う
と
い
う
役
割
分

担
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
は
、
事
案
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
有
効
に
機
能
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
で
す



べ
て
が
処
理
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
（
2
）
規
模
の
拡
大
へ
の
対
応

さ
ら
に
、
現
在
係
属
中
の
ジ
ー
・
オ
ー
事
件
で
は
、
単
な
る
詐
欺
罪
で
は
な
く
、
組
織
犯
罪
処
罰
法
に
よ
る
立
件
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
（
「
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」
、
平
成
＝
年
）
は
、
「
組
織
的
な
犯
罪

が
平
穏
か
つ
健
全
な
社
会
生
活
を
著
し
く
害
し
、
及
び
犯
罪
に
よ
る
収
益
が
こ
の
種
の
犯
罪
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
用
い
た
事

業
活
動
へ
の
干
渉
が
健
全
な
経
済
活
動
に
重
大
な
秋
影
響
を
与
え
る
」
（
同
法
一
条
）
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
組
織
的

に
行
わ
れ
た
一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
、
刑
法
上
の
刑
の
引
き
上
げ
、
収
益
の
没
収
・
追
徴
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
け
出
等
を
規
定
す
る
も
゜

　
　
　
（
3
0
）

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
法
三
条
は
、
本
法
が
適
用
さ
れ
る
刑
法
上
の
犯
罪
を
定
め
、
賭
博
罪
、
殺
人
罪
、
逮
捕
・
監
禁
罪
、
強
要
罪
、

身
の
代
金
目
的
拐
取
罪
、
信
用
殿
損
・
業
務
妨
害
、
恐
喝
、
建
造
物
損
壊
と
並
び
、
詐
欺
罪
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
（
三
条
一
項
九
号
）
。

　
本
法
の
「
組
織
的
犯
罪
」
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
「
団
体
の
活
動
（
団
体
の
意
思
決
定
に
基
づ
く
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
又
は

こ
れ
に
よ
る
利
益
が
当
該
団
体
に
帰
属
す
る
も
の
を
い
う
）
」
と
し
て
、
「
当
該
罪
に
当
た
る
行
為
を
実
行
す
る
た
め
の
組
織
に
よ
り
行

わ
れ
る
」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
同
法
三
条
一
項
）
。
そ
し
て
、
組
織
に
よ
る
犯
罪
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
、
詐
欺
罪
に
つ
い
て
は
そ
の

法
定
刑
が
一
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
（
同
項
九
号
）
。

　
事
前
的
な
処
罰
の
拡
大
と
い
う
意
味
で
は
、
特
別
法
が
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
し
か
し
、
従
来
社
会
問
題
化
し
て
き
た
大
規
模
な
消
費

者
詐
欺
事
件
に
対
し
て
、
そ
の
規
模
を
捉
え
た
処
罰
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
組
織
犯
罪
処
罰
法
は
、
こ
の
規
模
に
つ
い
て
の
処
罰
拡
大

の
武
器
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

経
済
刑
法
と
消
費
者
の
保
護
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
四
ー
二
）
　
　
五
九



六
〇

（
2
8
）
　
拙
稿
「
宗
教
活
動
と
詐
欺
罪
」
研
修
六
二
五
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
三
頁
以
下
参
照
。

（
2
9
）
　
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
九
月
八
日
（
判
時
一
二
六
九
号
三
頁
）
。
株
式
買
付
け
資
金
の
融
資
、
株
式
の
売
買
、
そ
の
取
次
を
仮
装
し
て
、
株
式

　
　
投
資
家
か
ら
買
付
資
金
等
名
下
に
多
額
の
現
金
、
株
券
等
を
騙
取
し
た
事
案
で
あ
っ
た
。
拙
著
・
前
掲
注
（
2
）
二
四
二
頁
参
照
。

（
3
0
）
　
同
法
は
、
組
織
的
な
犯
罪
処
罰
に
対
す
る
諸
立
法
の
一
部
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
同
時
に
制
定
さ
れ
た
組
織
的
犯
罪
対
策
立
法
と
し
て
、
こ
の

　
　
他
、
「
犯
罪
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
一
一
年
）
等
が
あ
る
。

七
ま
と
め
に
か
え
て

　
利
殖
詐
欺
事
件
に
つ
い
て
は
、
刑
事
法
以
外
の
分
野
で
も
、
動
き
が
あ
る
。
民
事
的
規
制
に
つ
い
て
は
金
融
表
品
販
売
法
や
消
費
者
契

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

約
法
等
の
新
た
な
立
法
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
特
別
刑
法
の
領
域
で
も
、
出
資
法
に
つ
い
て
届
出
や
広
告
・
取
立
行
為
の
規
制
等
の
改
正
が

実
施
さ
れ
た
（
前
述
一
参
照
）
。
さ
ら
に
、
特
別
法
の
領
域
で
も
新
た
な
行
為
類
型
が
処
罰
対
象
と
し
て
規
制
さ
れ
て
き
た
（
前
述
六

（
1
）
参
照
）
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
事
前
的
規
制
の
強
化
に
つ
な
が
る
動
き
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
事
後
的
規
制
の
領
域
で
も
、
利
殖
詐
欺
事
案
に
つ
い
て
の
詐
欺
罪
の
適
用
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
組
織
犯
罪
処
罰
法

に
よ
る
大
規
模
被
害
へ
の
対
応
も
図
ら
れ
、
事
後
的
規
制
も
、
単
純
な
詐
欺
罪
の
適
用
以
外
に
、
よ
り
犯
罪
実
態
に
即
し
た
対
応
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
利
殖
詐
欺
事
犯
に
つ
い
て
も
、
い
わ
ば
時
間
と
い
う
縦
軸
と
、
規
模
と
い
う
横
軸
を
、
そ
れ
ぞ
れ
踏
ま
え
た
処
罰
、
さ

ら
に
他
の
法
領
域
に
よ
る
規
制
も
併
せ
て
、
重
畳
的
な
法
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
各
法
規
、
各
犯
罪
類
型
が
ど
の
よ
う
に
役
割
分
担
す
る
の
か
が
課
題
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
刑
罰
が
よ
り
効
果
的
な
の

か
、
民
事
制
裁
、
行
政
罰
が
有
効
な
の
か
を
含
め
て
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
従
来
の
事
例
に
お
い
て
発
生
し
た
被
害
の

重
大
性
か
ら
み
て
、
刑
事
罰
の
役
割
も
決
し
て
小
さ
く
な
い
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。



（
3
1
）
　
「
金
融
表
品
の
犯
罪
等
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
一
二
年
）
、
「
消
費
者
契
約
法
」
（
平
成
一
二
年
）
。
前
者
に
つ
き
、
大
前
恵
一
朗
「
金
融
商
品

　
　
の
販
売
等
に
関
す
る
法
律
の
概
要
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
八
五
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
六
一
頁
以
下
。＼

ノ

／

経
済
刑
法
と
消
費
者
の
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
法
四
十
四
ー
二
）
　
　
六
一


